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12
月
13
日
、
旭
日
小
綬
章
受

章
並
び
に
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
坂
本
和
昭
前
町
長
が

役
場
町
長
室
に
受
章
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

坂
本
氏
は
24
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
町
政
の
た
め
に
数
々
の

功
績
を
残
さ
れ
、
昨
年
２
月
に

は
九
重
町
名
誉
町
民
称
号
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

昭和58年  3月  3日　全国林業研究グループ連絡協議会表彰（林業振興）
昭和58年10月18日　農林水産大臣表彰（農林統計）
昭和62年  2月15日　大分県町村議会表彰（地方自治功労）
昭和62年  8月29日　大日本山林会長表彰（林業経営）
昭和62年11月  1日　消防長官表彰（自治消防功労）
昭和63年10月18日　農林水産大臣表彰（農林統計）
平成  2年  9月10日　大分県知事表彰（林業研究功労）
平成13年  1月31日　全国町村会表彰（自治功労　３期）
平成13年11月  3日　大分県知事表彰（地方自治功労）
平成15年  2月27日　大分県町村会表彰（自治功労　10年表彰）
平成16年  4月15日　宮内庁主催「園遊会」招待出席
平成16年  4月17日　内閣総理大臣主催「桜を見る会」招待出席
平成17年  1月28日　全国町村会表彰（自治功労　４期）
平成19年10月27日　防衛大臣表彰（自衛隊協力）
平成21年  1月30日　全国町村会表彰（自治功労　５期）
平成21年  2月21日　日本赤十字表彰（赤十字功労）
平成21年10月28日　農林水産省農村振興局長表彰（土地改良）
平成21年11月  3日　大分県合同新聞文化賞（地方自治）
平成26年10月  3日　総務大臣表彰（自治功労）
平成29年  1月26日　全国町村会表彰（自治功労）
平成29年  2月17日　大分県町村会表彰（自治功労　７期24年）
平成29年  2月28日　九重町名誉町民称号（第７号）
平成29年  5月25日　全国治水砂防協会表彰（砂防功労）
平成29年10月  1日　陸上自衛隊西部方面総監　感謝状
平成29年11月  3日　秋の叙勲旭日小綬章
平成29年11月20日　総務大臣表彰（地方自治法施行70周年記念）

旭 日 小 綬 章

地方自治法施行七十周年記念
総務大臣表彰坂 本  和 昭 氏

受章

　12月24日、旭日小綬章受章並びに地方自治法施行70周年記念総
務大臣表彰祝賀会が筋湯観光ホテル九重悠々亭で行われました。

　祝賀会では、坂本氏のこれまでの功績が紹介され、
花束と記念品が贈呈されました。

受　賞　歴

旭
日
小
綬
章

日
本
の
勲
章
の
ひ
と
つ
。

国
や
公
共
に
対
し
て
功
労
の
あ
る
者
、
高
く

評
価
さ
れ
る
功
績
を
挙
げ
た
者
に
対
し
て
授

与
さ
れ
る
勲
章
。
勲
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
太
陽

（
日
章
）
を
中
心
に
朝
日
の
光
（
旭
光
）
を

組
み
合
わ
せ
、
上
部
に
は
桐
の
花
葉
を
用
い

て
い
ま
す
。

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

に
っ
し
ょ
う

き
ょ
っ
こ
う

旭
日
小
綬
章 

受
章
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
九
重
町
長

　
九
重
町
農
業
委
員
会
会
長

ま
ち
の
話
題

住
民
課
、
税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
国
民
年
金
広
場

・
確
定
申
告
等
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
所
得
控
除

・
福
祉
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ 

ほ
か

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

・
冬
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
予
防
し
よ
う
！

教
育
振
興
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
「
こ
こ
の
え
学
園
」
の
取
組

建
設
課
、
商
工
観
光
・

　
自
然
環
境
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

・
お
お
い
た
30
・
10
運
動
に
つ
い
て 
ほ
か

図
書
館
だ
よ
り

ハ
ー
ト
降
る
♥
こ
こ
の
え
、
心
の
扉

玖
珠
美
山
通
信
、
文
化
財
探
訪

九
重
ふ
る
さ
と
自
然
学
校

暮
ら
し
の
情
報

九
重
く
ら
し
の
学
校

休
日
当
番
医
、
人
の
動
き 

ほ
か

※
今
月
の
九
重
町
第
４
次
総
合
計
画
中
間
報
告
は
、
休
載
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　最近、消防職員を名乗る者から
「災害時にあなたを優先的に助ける計画があります。家
族構成を教えてください。」
「一人暮らしですか？何か困ったときに来てくれる人が
近くにいますか？」
などと、住所・家族構成を聞き出そうとする不審な電話
がかかってきたとの相談が複数寄せられています。
　消防署では、そのような電話をかけることはありませ
ん。
　また、「防災グッズの無償配布や消火器、住宅用火災
警報器の販売」等、一切行っていません。
　今後も様々な理由をつけて電話をかけてくる可能性が
あり、そのほとんどが「個人情報」を聞きだすものと考
えられますので、十分ご注意してください。
　電話がかかってきたときは、まずは消防署までお問い
合わせください！

お問い合わせ　　日田玖珠広域消防組合　玖珠消防署
　　　　　　　　☎ 0973-72-2141

「消防署を名乗る不審電話」
　　　にご注意を！

消防署
です！

〔宝泉寺温泉郷〕
日　時：平成 30 年２月 10 日（土）、11 日（日）、17 日（土）、24 日（土）
　　　　※会場にてバザー開催予定
場　所：宝泉寺温泉観光物産館　宝泉寺駅

〔筋湯温泉郷〕
日　時：平成 30 年３月３日（土）、10 日（土）、17 日（土）、24 日（土）
場　所：筋湯温泉公共駐車場付近
　　　　※筋湯夜市開催予定

お問い合わせ　　九重町観光協会　☎ 73‐5505

お問い合わせ　九重“夢”大吊橋観光案内所　☎ 73‐3800

日　時：平成 30 年２月３日（土）午前 10 時〜午後８時

　　　　平成 30 年２月４日（日）午前 10 時〜午後３時　

内　容：【両日】氷の彫刻　実演、展示
　　　　【３日】氷彫刻ライトアップ（午後５時～８時）
　　　　【４日】バーガー大食い大会（正午〜、参加無料）
　　　　　　　 かき氷の早食い競争（午後 1 時〜、参加無料）
　　　　　　　 みんなでもちつき（体験可）
　　　　　　　 ぜんざいと甘酒のおもてなし

場　所：九重“夢”大吊橋　中村エリア駐車場内

九重“夢”温泉郷　おもてなし冬花火

真冬だよ！九重 “夢”大吊橋　氷フェスタ

　現在、オリンピック・パラリンピックフ
ラッグを全国各地で披露するフラッグツ
アーが開催されています。九重町にも下記
日程でフラッグがやってきます。2020 年
東京オリンピック・パラリンピック競技大
会を身近に感じられる機会ですので、ぜひ
ご覧ください。

展示日：2月 20 日（火）
　　　　午前 9時～午後 5時

場　所：九重町役場　１階　ロビー

主催者：東京都、東京 2020 組織委員会、
　　　　JOC、JPC

　　東京2020オリンピック・
パラリンピック フラッグツアー

九重町で開催される行事
イベント情報
（２月～３月）

【花火開始】　全日程　午後８時～
　　※雨天などで日程の変更が生じる場合があります。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
平
素
よ
り
町
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
以
来
「
現
場

主
義
」
に
こ
だ
わ
り
、
町
民
と
の
対
話
を

最
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
を
元
気

に
活
き
い
き
と
し
た
九
重
町
に
す
る
た
め

に
、「
地
域
と
町
長
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
と
題
し

ま
し
て
各
地

区
協
議
会
・

区
長
会
の
皆

様
と
、「
地

域
と
未
来
を

創
造
す
る
懇

談
会
」
と
題

し
ま
し
て
各

種
団
体
・

サ
ー
ク
ル
の

皆
様
と
意
見

交
換
会
を
実

施
し
、
改
め
て
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
情
報

を
共
有
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
声
を
町
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３

月
に
は
九
重

夢

大
吊
橋
の
来
場
者
が

つ
い
に
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し
、
町
名

に
も
因
ん
だ
９
９
９
万
９
９
９
９
人
目
の

方
と
、
１
０
０
０
万
人
目
の
方
に
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
一
昨
年
に

は
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
入
場
者
数
が
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
だ
け
に
、
こ
の
達
成
は

非
常
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
は
、
前
町
長
坂
本
和
昭
氏
が
九
重

町
名
誉
町
民
第
７
号
に
選
定
さ
れ
、
５
月

に
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
名
誉
町
民
称
号

贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
に
尽
く
さ
れ
た
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
秋
の
叙
勲
で
は
旭

日
小
綬
章
、
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記

念
式
典
で
は
総
務
大
臣
表
彰
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
永
年
の
ご
功
績
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
南
山
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
旧
南
山
田
中

学
校
跡
地
を
利
用
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体

育
館
、
駐
車
場
と
一
体
化
し
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
も
更
新
し
た
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活

動
も
活
発
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
も
併
設
し
て
お
り
、
子
供
た

ち
の
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

定
住
促
進
で
は
、
町
内
か
ら
の
人
口
流

出
を
防
ぎ
、
町
外
か
ら
の
人
口
流
入
を
図

る
目
的
で
、
東
飯
田
地
区
に
、
子
育
て
世

帯
向
け
６
戸
、
単
身
世
帯
向
け
８
戸
の
計

14
戸
の
奥
野
住
宅
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

恭
賀
新
春

九
重
町
長

　
　

日
　
野
　
康
　
志

まちづくり懇談会（飯田地区区長会）

大吊橋記念セレモニー

名誉町民称号贈呈式

南山田ふれあい交流センター奥野住宅
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７
月
・
８
月
は
、
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学

校
の
生
徒
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で
大
活
躍

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
野
球
部
が
、
大
分
県
中
学
校
体
育

大
会
軟
式
野
球
の
部
に
お
い
て
、
第
３
位

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
へ
出
場
し

ま
し
た
。
九
州
大
会
へ
の
出
場
は
、
玖
珠

郡
内
の
軟
式
野
球
に
お
い
て
初
め
て
の
快

挙
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
47

回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
全
国
か
ら

の
強
豪
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
初

戦
突
破
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
は
大
分
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
、
第
13
回
南

九
州
小
編
成
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

前
回
大
会
に
続
き
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
第
39
回
少
年
の
主
張
大
分
県
大

会
（
弁
論
）
で
は
、
９
２
９
編
の
応
募
作

品
か
ら
、
２
回
の
審
査
を
通
過
し
た
10
編

の
発
表
が
あ
り
、
３
年
生
の
池
田
陽
呂
さ

ん
が
最
優
秀
賞
、
同
じ
く
３
年
生
の
橋
本

大
志
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

生
徒
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
経
験
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で

開
催
さ
れ
た
柔
道
世
界
選
手
権
で
は
、
菅

原
出
身
の
梅
木
真
美
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
町
民
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
五

輪
出
場
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
宮
城
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

別
名
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
言
わ

れ
る
こ
の
大
会
で
、
第
５
区
の
田
吹
利
明

さ
ん
を
含
む
玖
珠
郡
和
牛
育
種
組
合
、
第

６
区
の
森
俊
幸
さ
ん
の
九
重
和
牛
改
良
組

合
、
第
７
区
の
佐
藤
美
知
雄
さ
ん
を
含
む

玖
珠
郡
和
牛
育
種
組
合
の
種
牛
群
と
町
田

バ
ー
ネ
ッ
ト
牧
場
の
肉
牛
群
の
総
合
評
価

が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
等
賞
３
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。
出
品
者
の
方
々
の
日
頃
の
飼
養
管

理
の
努
力
や
各
種
団
体
の
取
組
の
成
果
に

よ
る
も
の
で
、
九
重
町
の
基
幹
産
業
で
も

あ
り
ま
す
農
業
で
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。

　

他
に
も
、
弘
藏
岳
久
さ
ん
が
「
み
ど
り

の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

を
、
飯
田
高
原
野
焼
き
実
行
委
員
会
が
国

土
交
通
省
大
臣
表
彰
「
手
づ
く
り
郷
土

賞
」
を
受
賞
す
る
等
、
多
く
の
方
々
が
活

躍
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
、
９
月
・
10
月
の
相
次
ぐ
台
風
の
接

近
等
、
近
隣
市
町
村
で
は
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、
本
町
で
は
大
き

な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
や
、
勢
力
を

維
持
し
た
台
風
の
接
近
に
対
し
て
、
防
災

体
制
の
整
備
を
再
確
認
し
、
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平

成
30
年
に

は
、
野
上
地

区
・
東
飯
田

地
区
の
ふ
れ

あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
の
建

設
に
着
手
し

ま
す
。
こ
れ

で
、
町
内
の

４
地
区
全
て

に
お
い
て
地

域
の
皆
様
の
交
流
と
学
習
の
拠
点
が
新
し

い
施
設
と
な
り
、
地
区
協
議
会
を
中
心
と

し
た
更
な
る
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
飯
田
地
区
に

は
、
新
た
に
公
営
住
宅
を
８
戸
整
備
し
、

住
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
で
は
、

台
湾
の
中
学
校
と
国
際
交
流
事
業
を
開
始

し
、
姉
妹
校
の
提
携
に
よ
り
国
際
感
覚
の

取
得
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
分
野
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
バ
ー
ク
マ
ッ
ト
を
製
造
す
る
プ
レ

ス
機
を
購
入
し
、
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始

め
、
そ
の
他
野
菜
の
品
質
向
上
と
収
量
増

に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
人
口
減
少
社
会
の
克
服
と
活
気
あ

る
九
重
町
の
創
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
策
定
し
た
「
九
重
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
実
行
に
努
め
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
直
面
す
る
課
題
解
決
と
着
実
な
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
の
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

全日本中学校ホッケー選手権大会

バークマット

全国和牛能力共進会

野上地区のふれあい交流センター
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九
重
町
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　

小

田

詰

志

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
農
業
委
員
会
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
の
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
と
は
別
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
、
現
在
、
農
業
委
員
十
一
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
十
二
名
、
合
計
二
十
三
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
は
今
般
の
法
改
正
の
目
的
で
あ

る
、
﹁
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
﹂
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
具

体
的
な
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
共
に
手

を
携
え
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
も
八
月
か
ら
農
地
利
用
状
況
調
査
︵
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
︶
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め

に
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中
心
に
、
農
地
利
用
の
把
握
、
意

向
調
査
に
よ
る
利
用
調
整
活
動
の
推
進
等
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

謹 

賀 

新 

年

謹 

賀 

新 

年

区域名
担　　　当
推進委員名
( 行政区）

担当区域の詳細（集落等）

東飯田①

東飯田②

東飯田③

野　上①

野　上②

野　上③

飯　田①

飯　田②

飯　田③

南山田①

南山田②

南山田③

前　１～２・後　・竜門・田尻・野倉・中須

下旦１～７・釣団地・松岡台住宅・見留・下右田・物見塚・
奥野・上旦

南恵良・富来口・北恵良１～３・見良津・書曲１～３・
恵良団地・川下北・川下南・川上１～２

北区・南区・小久保・野上住宅・鹿伏・猪牟田・
茅原小野・桐木・後野上・西・釘野・河内山

小平谷・野矢・小垣・田代・滝上・寺床

下右田・重原・中央１～５・青山通り・下尾本・尾本・
青山住宅・甘川水・豊後中村住宅・樫原・拓郷・平家山・
寺田・奥双石・中巣

引治１～２・横尾・中村・都原・陣の内上・陣の内下・
河内・後河内・富迫上・富迫下・川道団地・金山・
井手・田中・岩の上・粟野本村

筋湯・日向上・日向下・湯坪下・挟間・大岳・奥郷・
九重山

年の神・無田下・無田中・無田中一・無田上・須久保・
花牟礼・旭・湯沢

荻釣上・荻釣下・筌の口・北方上・北方下・中村下１～２・
下畑・中村上・中村中１～２・中村下野

麻生釣・菅原本村・口の園・相狭間・桐木１～５・宝泉寺・
生竜・栗原・串野上・串野下・梶屋

中板・潜石・川西１～３・川東上・川東下・黒猪鹿・木納水

藤　原　祐　八
(後　　)

仲　摩　　　敏
(下旦二 )

安　部　　　博
(書曲二 )

森　　　義　美
(後野上 )

矢　野　三　八
(田　代 )

髙　倉　三　八
(重　原 )

熊　谷　厚　己
(日向上 )

飯　田　祥治朗
(湯　沢 )

時　松　美智雄
(下　畑 )

穴　井　　　勲
(栗原 )

清　竹　鉄　也
(黒猪鹿 )

担　　　当
農業委員名
( 行政区）

淺　岡　清　一
(後　　)

小　幡　はるみ
(上　旦 )

佐々木　清　和
(猪牟田 )

手　島　政　弘
(南　区 )

時　松　和　弘
(奥　郷 )

甲　斐　英　幸
(無田中一 )

時　松　和　弘
(奥　郷 )

小　田　詰　志
(串野下 )

佐　藤　憲一郎
(川西三 )

田　吹　正　利
(田　中 )

お問い合わせ　　農業委員会　農業委員会グループ　☎76－3805

農地利用最適化推進委員・農業委員の担当区域

ゆう　 や

植山　秀明 (北恵良二 )
日野　　武 (北恵良一 )

佐々木清和 ( 猪牟田 )
手島　政弘 ( 南　区 )

佐藤憲一郎 ( 川西三 )
小野　幸代 ( 後河内 )
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日出生台演習場での銃器による一斉捕獲出発式　 話題④玖珠郡猟友会九重支部

　12月25日、日出生台演習場での銃器による一斉捕獲出発式が役場正面玄関前で行われました。一斉捕獲
は、九重町、玖珠町、由布市の猟友会の方々で行われ、九重町の捕獲班は62頭捕獲（鹿60頭、猪２頭）さ
れました。

【捕獲期間】12月 25 日（月）～１月４日（木）

寄　贈　小垣夢サロン

　小垣夢サロンの方が役場町長室に交通安全グッズ
の寄贈に訪れました。交通事故防止にかけてボウシ
の交通安全グッズ
を100個いただきま
した。ご寄贈あり
が と う ご ざ い ま

話題①

寄　付

　山恋スタッフ一同が、昨年の11月３日から５日の
３日間で行われた「山恋フェスティバル2017」の会
場で九州北部豪雨被災地への支援金を募り町のために
と、ご寄付をいただきました。ありがとうございます。

話題②

12 月７日（木）　九重町役場　町長室

寄　付　八鹿酒造株式会社

　八鹿酒造株式会社から教育振興、社会福祉事業向上並び
に公民館の環境整備にと、ご寄付をいただきました。贈呈
式では八鹿酒造を代表して、麻生益直代表取締役から手渡
されました。ありがとうございます。

話題③

12 月 25 日（月）　九重町役場　応接室

12月７日（木）　九重町役場　町長室

山恋スタッフ一同（大分市）

山
恋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７

まちのために

▼

▼
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２月の
年金相談

納期限　１月31日（水）【町県民税　第４期・国民健康保険税】

住民課からお知らせ

税務課からお知らせ

お問い合わせ　日田年金事務所　☎0973－22－6174
　　　　　　　九重町役場　住民課　国保年金グループ　☎76－3802

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるう
え、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制度
や現金納付よりも割引額が多い６か月前納、１年前納、２年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、預貯金口座をお
持ちの金融機関または年金事務所へ「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」をご提出ください。申
出書は役場住民課及び年金事務所窓口に準備しています。
※金融機関には申出書は置いていませんのでご注意ください。

　

　例年、申告期限が近づきますと申告相談の待ち時間が長くなりますので、お早めに申告されますようお願いします。
※事業等（営業、不動産、農業）、土地や山林、株式等の売却による収入等のある方は、収入がわかる書類のほか
必要経費等の領収書を整理し、集計したうえで申告してください。家畜市場で牛を販売された方は「家畜市場計
算書（肉用牛売却証明書）」を必ず持参してください。
※申告書にマイナンバーの記載が必要となりますので受付の際には本人確認書類（注）の準備をお願いします。

※申告の際、印鑑が必要ですので必ずご持参ください。また所得税の還付を受けられる方や所得税を納付していた
だく方で口座振替を希望される場合は、本人名義の口座番号等が必要になりますので、通帳等をご持参ください。
※所得税が発生しない方は、住民税申告をしていただくようになります。役場からお送りする住民税申告書をご持
参ください。
※国民年金保険料は、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付等が必要となります。国民年金保険料
等の不明な点は、日本年金機構日田年金事務所までお問い合わせください。
※今回から確定申告書に代えて確定申告のお知らせ（ハガキ）が送付されます。忘れずにご持参ください。

国民年金保険料は口座振替がお得です

平成 29年分所得税確定申告及び住民税申告のお知らせ

今月の納税

日時　２月28日（水）　午前10時～午後３時
場所　九重町役場１階　102会議室　※予約制0973－22－6174

国民年金保険料等に関するお問い合わせ　　日田年金事務所　☎ 0973－22－6174
所得税確定申告等に関するお問い合わせ　　九重町役場　税務課　課税グループ　☎76－3803

期　　間　２月16日（金）～３月15日（木）※土・日除く
時　　間　午前８時30分 ～ 午後５時
場　　所　九重町役場　１階　101会議室

役場での所得税確定申告及び住民税申告受付役場での所得税確定申告及び住民税申告受付

（注）本人確認書類の例　例１：マイナンバーカード（番号確認及び本人確認書類）
　　　　　　　　　　　　例２：通知カード＋運転免許証等（本人確認書類）
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●要介護認定者に対する障害者控除について
　介護保険制度で要介護認定を受けた満65歳以上の方は、障害者手帳などをお持ちでなくても、障害者控除に該
当する場合があります。対象となる方は、要介護認定を受けている方で介護認定の審査資料が一定の要件を満たし
た方です。該当者には所得税や住民税の控除を受けるための「九重町障害者控除対象者認定書」を交付します。認
定書が必要な方又はその扶養者の方は、介護保険被保険者証・印鑑を持参のうえ申請してください。

●おむつ代にかかる医療費控除について
　おむつ代についての医療費控除を受けるのが２年目以降である方については、医師が発行した「おむつ使用証明
書」がなくても、九重町が発行する確認書をもって代用することができます。対象となる方は、要介護（要支援）
認定を受けている方で介護認定の審査資料が一定の要件を満たした方です。確認書が必要な方又はその扶養者の方
は、介護保険被保険者証を持参のうえ申請してください。

　介護サービスを利用すると費用の１割（一定以上所得者は２割）を利用料として支払いますが、１か月の利用料
が上限額（別表）を超えた場合は、申請により超えた分が「高額介護サービス費」として後から支給されます。

※利用料には福祉用具購入費、住宅改修費、食費、居住費（滞在費）、日常生活費等や利用限度額を超えたサービス
費は含まれません。
※同じ世帯に複数の介護サービス利用者がいる場合は合算額で計算します。

【申請に必要なもの】
　申請者（被保険者本人又は家族）の印鑑、被保険者本人の通帳、被保険者本人の個人番号（マイナンバー）、申請
者の身元確認ができるもの（運転免許証など顔写真入りのもの、または医療保険証など２点以上）、被保険者本人の
介護保険被保険者証

介護保険　高額介護サービス費の手続きのお知らせ

対象となる方 利用者負担の上限額

現役並み所得者に相当する方がいる世帯の方

世帯のどなたかが町民税を課税されている方

世帯の全員が町民税を課税されていない方

生活保護を受給している方等

世帯の全ての 65 歳以上の方（サービスを利用していない
方も含む）の利用者の負担割合が１割の世帯

前年の合計所得金額と公的年金収入額の合計が
年間 80 万円以下の方等

44,400 円（世帯）

44,400 円（世帯）

24,600 円（世帯）

24,600 円（世帯）
15,000 円（世帯）

15,000 円（個人）

44,400 円（世帯）
年間上限額 446,400 円

【平成 29 年８月から３年間の時限措置】

（※1）

（※1） 同じ世帯に 65 歳以上で課税所得 145 万円以上の方がおり、同じ世帯の 65 歳以上の方の収入の合計が 520 万円以上
　　　（単身 383 万円以上）である方

お問い合わせ　　健康福祉課　介護保険・地域包括支援センターグループ　☎７６－３８２１

健康福祉課からお知らせ

●高額介護サービス費の手続き
　申請していただいた方に対し、毎月審査、決定を行います。
　高額介護サービス費の対象になった月は、ご指定の口座へ自動的に支給します。
　一度申請をして口座の登録をしていただいた方は、２回目以降の申請は不要です。

平成29年分所得税確定申告及び住民税申告に係る
要介護（要支援）認定者の所得控除について

平成29年分所得税確定申告及び住民税申告に係る
要介護（要支援）認定者の所得控除について



10広報ここのえ　１月号

健康福祉課からお知らせ

お問い合わせ　　健康福祉課　福祉グループ　☎76－3821

戦没者等の
ご遺族の皆様へ

第 10 回特別弔慰金の請求期限が近づいています。

高齢者の生きがいと健康づくり推進大会が行われました
　11月21日（火）に、今年度で19回目となる「高齢者の生きがいと健康づくり推進大会」が九重文化セン
ターで開催されました。
　本大会は、高齢者の生きがいと健康づくりのために、地域活動に参加する高齢者を増やすことや健康寿命の
延伸の啓発を目的に、民生委員児童委員協議会やボランティア協議会のご協力により開催しています。
　大会では、老人クラブによるファッションショーや、いきいき夢サロンによる寸劇のほか、介護予防事業の
発表として短期集中リハビリ教室の取組報告や東飯田地区の脳いきいき広場の発表がありました。大会の最後
には、町内の「お達者さん」２名が、元気でいきいきしている秘訣について楽しくお話ししていただき、高齢
でも元気な姿を取り戻せることや、元気で暮らすヒントを伝えていただきました。
　参加者の皆さんからは、「皆さんお元気で活動され、本当に感心しました。心と体の健康の大切さを改めて
感じました。」「歳を重ねた方々が皆明るい楽しい発表を見せてくださいました。ずっと続けて欲しいと思い
ます。」「元気で長生きの大切さ、皆さんの努力に感心して自分も頑張りたいと思いました。」「高齢の方の元
気に圧倒されました。若い人はもっと頑張らないと！そんな気持ちになりました。」等の感想が聞かれ、参加
された皆さんも高齢期をいかにいきいきと過ごすか考える機会になったようでした。

平成30年４月２日（月）までに、ご請求ください。

老人クラブコーラス
ローレンによる合唱

書曲いきいき夢サロンによる
「タスキをつないで」

老人クラブ有志による
ファッションショー 桐木すみれ会による寸劇

東飯田地区脳いきいき広場
による笑いヨガ

短期集中リハビリ教室の
発表の様子

お達者さんからの発表の様子
（日野和子さん井上孝太朗さん）

地域での老人クラブ活動、
いきいき夢サロン活動、
ボランティア活動等、

社会参加を続けましょう！

高齢者に関する相談は、地域包括支援センター（健康福祉課内）まで　☎76－3863

　請求期限を過ぎると、第 10 回特別弔慰金を受ける
権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。
■ 支給対象となる方
　平成 27 年４月１日（基準日）において、「恩給法
による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法
による遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母
等）がいない場合に、以下の順番で順位が先になるご
遺族お一人に支給されます。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
 １．平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族
等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
 ２．戦没者等の子
 ３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要
件を満たしているかどうかにより、 順番が入れ替わり
ます。

４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族
（甥、姪など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係が
あった方に限ります。

■ 支給内容
　国債名称　　第 10回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面　　25万円（５年償還）
■ 請求窓口
　健康福祉課　福祉グループ
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お問い合わせ　　保健福祉センター　☎７６－３８３８

お問い合わせ　　

健康福祉課　福祉グループ
☎７６－３８２１

保健福祉センターからお知らせ

健康福祉課からお知らせ

　日本人の動脈硬化性の疾患による死亡率は増加しています。高血圧・脂質異常・高血糖といっ
た生活習慣病や加齢によって、血管はだんだんと弾力を失い、硬くもろくなっていきます。これ
が血管の老化（動脈硬化）です。動脈硬化性の疾患に脳血管疾患（脳卒中）、心疾患（心臓病）があります。
　冬場は特に脳卒中や心臓病に注意が必要です。その要因の１つに冬の寒さがあげられます。
　気温が下がると手足の血管が縮まり血圧を上昇させます。寒冷刺激により急激に血圧が上昇することは、脳梗塞や
心筋梗塞の引き金になることがあります。食事・適量のお酒・適度な運動は
もちろん、冬場は温度差にも留意することが大切になります！ 

冬の脳卒中・心臓病を予防しよう！！

☆脱衣所・浴室は暖めておく
入る前にシャワーで浴室全体を温め、手足の先→
体と下から順にかけ湯をしてから湯船につかりま
しょう。

☆お風呂の温度は低めに
38～40℃が目安です。お湯の温度が高いほど、血圧
も急上昇する傾向があります。

☆トイレ・便座を暖めておく
体を急に冷やさないようスリッパなどの使用もよいで
す。

☆水分補給を
空気の乾燥から冬も脱水になります。
就寝前・起床後、入浴の前後はコップ１杯の水分を摂り
ましょう。

☆適度な運動は血液の循環を促します
高血圧だけでなく糖尿病や高脂血症を予防、または重症化するのを防ぎます。
激しい動きを伴うスポーツ、強度の筋力トレーニングは避け、まず今より多く「歩くこと」から始めてみましょ
う。適度な運動は、ストレス解消や体力づくりに繋がります。

☆塩分の摂取は控えめに
食塩の摂り過ぎは血圧を上げ、血管を傷めます。
１日の目標量　男性８g　女性７g
みそ汁２杯（約３g) → みそ汁１杯（約1.5g)

☆食べ過ぎや糖分・脂肪分のとり過ぎに注意
お菓子・菓子パン・ファーストフード・洋食を控え、悩
んだら栄養成分表示の確認を。
植物性脂肪、青魚を上手に取り入れましょう。

☆お酒は適量以内に努める
過度の飲酒は脱水症状を引き起こしたり、血圧や中性脂肪を上昇させてしまいます。
１日の適度な飲酒量は純アルコール20ｇ程度（高齢者や女性、飲めない方は更に少量で）
【目安】ビール…500ml　焼酎…110ml  ワイン…180ml  日本酒…180ml　ウイスキー…60ml（ダブル）

☆今日から禁煙
たばこは動脈硬化を進めます。
禁煙に遅すぎることはありません。

☆ストレスも危険因子
自律神経に影響をし、血圧や血糖値を上げます。
睡眠やおしゃべり等で気分転換しましょう。

～脳卒中、心臓病を予防する生活～

動脈硬化が進んでいる人、
高血圧の人は特に注意が必要

しょう　　　　  ふくし

シリーズ

『障がい福祉』

こども相談支援センター『のあ』35

★言葉の遅れや落ち着きのなさ、周囲の人との関わりや集団行動がうまくとれない、
運動発達が遅れている等について相談をお受けします。

★児童発達支援・放課後等デイサービス・短期入所等の福祉サービスを利用する前に
計画を作成します。サービス利用開始後、一定期間ごとにモニタリングを行い、継
続的に支援を受けられるよう支援します。

玖珠町大字塚脇５８１－１

NPO法人　さ ん ぽ
【相談受付】午前９時～午後５時
　☎７２－１０２３
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お問い合わせ　　教育振興課　☎ 76－3834

「ここのえ学園」の取組
「つながり学習」を紹介します！「つながり学習」を紹介します！「つながり学習」を紹介します！

《５年生と年長児の交流》

《１年生と年長児の交流》

東飯田小運動会
「来年から１年生！」
Ｈ29.5.28（日）

５年生が会を進行し、交流が
始まりました。（東飯田小）

自
己
紹
介
用
の

手
作
り
名
刺（
野
矢
小
）

は
じ
め
の
会
で
、
互
い
に
き
ち
ん
と

挨
拶
で
き
ま
し
た
。（
東
飯
田
小
）

読み聞かせが上手く、年長児は熱心
に聞き入っていました。（野上小）

「
ダ
ル
マ
さ
ん
が
転
ん
だ
」
は
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
南
山
田
小
）

フルーツバスケットの説明後、
ゲームを楽しみました。（飯田小）

年長児をおんぶして
ジャンケン大会（野矢小）

自作の「すごろく」で
楽しみました。（淮園小）

まつぼっくりのケン玉が、一気に
上手になりました。（南山田小）

ようこそ！
淮園エプロン
シアターへ
（淮園小）

釣れた！釣れた！
今日は大漁だ～ !!
（野上小）

秋
の
お
店
屋
さ
ん
は
、

大
繁
盛
で
し
た
。（
飯
田
小
）

年
長
児
が
授
業
見
学
に

来
て
も
、
一
年
生
は
集

中
力
が
途
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。（
野
矢
小
）

この取り組みでは、町外のこども園に通園し
ている年長児も参加して、交流を深めました。

教育振興課からお知らせ

　「つながり学習」は、就学前教育と小学校教育を滑らかに接続することをねらいとしています。こども園の園児と小学校の
児童が互いに校区ごとに学校・園を訪問し交流を深める取組で、年４回行います。
　そこでは、ゲームや読み聞かせ等の楽しい活動が行われます。
　・交流①「５年生がこども園に活動に行く」（６月実施）
　・交流②「年長児が小学校に行き、１年生と交流」（11月実施）
　・交流③「５年生がこども園に活動に行く」（１月予定）
　・交流④「小学校入学説明会を活用し、年長児と１・５年生が交流」（２月予定）
　これらの活動を通して、園児が小学校へのプラスイメージや安心感を持ち、小学校の児童はお兄さん、お姉さんとしての自
覚を持つこと等が期待できます。また、こども園と小学校の教職員が交流をすることで、園児と児童の発達の違いや教育内容
の違いを理解することに繋がります。他にも園児が小学校の運動会に参加する活動も行われました。



広報ここのえ　１月号13

建設課からお知らせ

商工観光・自然環境課からお知らせ

入 

居 

予 

定 

日
／
平
成
30
年
３
月
１
日
（
木
）

【
募
集
期
間
】
平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
〜
１
月
31
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

※

申
込
み
に
際
し
て
は
、
所
得
制
限
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
応
募

が
複
数
の
場
合
は
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

※

申
込
書
は
九
重
町
役
場
建
設
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九

重
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
町

営
住
宅
の
使
用
制
限
措
置
に
基
づ
き
、
暴
力
団
関
係
者
と
判
明
し

た
場
合
は
、
入
居
で
き
ま
せ
ん
。③募集住宅／町営恵良住宅②募集住宅／町営松岡台住宅①募集住宅／町営青山住宅

住　所／九重町大字右田
　　　　　785番地の１
募集戸数／２戸（２階、３階）
間取り／２階（３ＬＤＫ）、
　　　　３階（２ＬＤＫ）

住　所／九重町大字右田
　　　　3150番地
募集戸数／一般向け
　　　　２戸（３階）
間取り／３ＬＤＫ
☆オール電化住宅
　ＩＨクッキングヒーター
　（20Ａ　据置タイプ）が
　必要です。

住　所／九重町大字松木
　　　　5353番地の１
募集戸数／高齢者向け
　　　　１戸（２階）
間取り／２ＤＫ（高齢者向け）
☆オール電化住宅
　ＩＨクッキングヒーター
　（20Ａ　据置タイプ）が
　必要です。

※恵良住宅の高齢者向けは
　60歳以上の方のみ申込で
　きます。

町営住宅 入居 者募集

お問い合わせ　　建設課　管理水道グループ　☎76－3811

お問い合わせ　　商工観光・自然環境課　自然環境グループ　☎76－3150

　飲食店等からの生ごみのうち、約６割はお客さん
が食べ残した料理と言われています。
　宴会等から出る食べ残しを削減するため、乾杯
（開始後）30分と終了前10分は、席を離れず食事
を楽しみ、食べ残しをなくそうという運動です。
    　
【取組内容】
１．注文の際に適量を注文しましょう。
２．乾杯後（開始後）30分間は席を立たず料理を
楽しみましょう。
３．終了前10分間は自分の席に戻って、再度料理
を楽しみましょう。
   
　ぜひ、職場の宴会から始めていただき、「もった
いない」を心がけ、食品ロス削減の取組にご協力く
ださい。

　12月から１月末まで、温室効果ガス削
減などの地球温暖化対策や地球環境問題
への関心を高めることを目的に電気を中
心とした省エネルギーに取り組む、「冬
のおおいたうつくしキャンドルナイト」
に参加しませんか？
　方法はいろいろ！不要な照明を消す、
最小限の灯りですごす、使わない電化製
品のコンセントを抜くなど、簡単に取り
組むことができます。

　詳しくは、大分県のＨＰ『大分県　冬の
キャンドルナイト』で検索）をご覧いただ
くか、大分県うつくし作戦推進課（☎
097-506-3123）までお問い合わせくださ
い。

もったいない！完食ミッション
　～おおいた30・10運動について

「冬のおおいたうつくしキャンドルナイト」
の実施について

　県では、土砂災害による被害を受けるおそれがある区域の土砂災害防
止法に基づく基礎調査を実施しています。
　調査の実施においてみなさんの敷地内に立ち入る場合があります。調
査へのご理解とご協力をお願いします。
※ 調査員は腕章を着用し、身分証明書を携帯しています。
※ 詳しくは、下記ホームページをご覧ください
　http://www.pref.oita.jp/site/sabo/kisochoujissi.html

大分県基礎調査 検索

お問い合わせ　 玖珠土木事務所　建設・保全課　☎72-1152

知っていますか？土砂災害警戒区域
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図書館だより図書館だより ほんの森１月号 平日 午前10時〜午後６時　土・日  午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76−3888

●児童書・コミック
ねばらねばなっとう　　　　　　　林木林、たかおゆうこ 
ノラネコぐんだんアイスのくに　　　　　　　工藤ノリコ 
ぜったいにおしちゃダメ？　　　　　　　ビル・コッター
つばめこうくう　　　　　　　　　　　　もとやすけいじ 
ぽっぽこうくう　　　　　　　　　　　　もとやすけいじ
クリスマスを探偵と　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎
子どものための簡単手芸　　　　　　レベッカ・ジロー他
夜明けの図書館　５巻　　　　　　　　　　　　埜納タオ 
百姓貴族　５巻　　　　　　　　　　　　　　　　荒川弘
●一般図書
島抜けの女（鎌倉河岸シリーズ31巻）文庫　 　 佐伯泰英
蚤とり侍（文庫）　　　　　　　　　　　　　　小松重男
大獄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
キラキラ共和国　　　　　　　　　　　　　　　　小川糸
インフルエンス　　　　　　　　　　　　　　　近藤史恵
ノーマンズランド　　　　　　　　　　　　　　誉田哲也
白磁海岸　　　　　　　　　　　　　　　　　髙樹のぶ子
メガネと放蕩娘　　　　　　　　　　　　　　山内マリコ
猫の話をそのうちに　　　　　　　　　　　　　　松久淳
一九八四年　　　　　　　　　　　ジョージ・オーウェル
藤沢周平遺された手帳　　　　　　　　　　　　遠藤展子
かるい生活　　　　　　　　　　　　　　　　　群ようこ
遺言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養老孟司
患者のいす　　　　　　　　　　　　　　　　　時枝正昭
すごい会話のタネ７００　　　　　　　話題の達人倶楽部
おもしろ雑学　世の中のふしぎがわかる話260　本郷 陽二
元気の缶詰ペップトーク　　　　　　　　　　　岩﨑由純
日本史の内幕　　　　　　　　　　　　　　　　磯田道史
知ってはいけない　　　　　　　　　　　　　　矢部宏治
ダークツーリズム入門　　　　　　　　　　　　　風来堂

人生の気品　　　　　　　　　　草笛光子、赤川次郎　他
おんせん県おおいたの飲泉スポット30
　　　　　　　　　　　　　公益社団法人大分県薬剤師会
東大から刑務所へ　　　　　　　　　堀江貴文、井川意高
不都合な真実　２　　　　　　　　　　　　　アル・ゴア
季節の製作あそびとプレゼント工作　　　　　　阿部直美
介護現場で生まれたマジックワード100　　　　　福寿園
子どもの脳を傷つける親たち　　　　　　　　　友田明美
自分で治す過敏性腸症候群の本　　　　　　　　　江田証
尿もれ、頻尿を自力で治す。　　　　　　マガジンハウス 
ねこ背は治る！背も伸びる。　　　　　　　　　小池義孝 
毎月、新しい自分に生まれ変わる　　　　やまがたてるえ
町工場の娘　　　　　　　　　　　　　　　　　諏訪貴子
富士フイルムの『変える力』　　　　　　　　　伊藤公介 
脳が若返る！健康手芸　　　　　　　　　健康手芸研究会
地球の上に生きる　　　　　　アリシア・ベイ＝ローレル
ミサイルの科学　　　　　　　　　　　　　かのよしのり
チープ・シック　　　　　　　　　カテリーヌ・ミリネア
白崎茶会のあたらしいおやつ　　　　　　　　　白崎裕子
バターなしでリッチに仕上げるオイルケーキ　　吉野陽美
世界のかわいいパン　　　　　　　　　　ぱんとたまねぎ
おいしいものは田舎にある　　　　　　　　　　玉村豊男
電車の顔図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　江口明男
はじめてのカラーミーショップオープンＢＯＯＫ
《ネットショップ開業＆運営》　　　　　　　　バウンド 
もう一杯だけ飲んで帰ろう　　　　　角田光代、河野丈洋
子どものやる気を引き出す７つのしつもん　　　藤代圭一
ラストシーン　　　　　　　　　　　　　　　　　北野武
大家さんと僕　　　　　　　　　　　　　　　　矢部太郎
友情　　　　　　　　　　　　　　　山中伸弥、平尾誠二
歌のこころ　　　　　　　　　　　　　　　　清水富美子

新刊・新着図書案内 ～新着本リストからあなたにぴったりの本がみつかるかも♪じっくりご覧ください。～

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

●蔵書点検は２月です！　２月５日 ( 月 )～２月９日 ( 金 ) まで（図書館は閉館します）

●おはなし会 毎月第２土曜日　午前１０時３０分～１１時まで 

　毎年、図書館を閉館し一冊一冊、本の情報確認などを行う【蔵書点検】です。期間中は皆さまに大変ご迷惑をおかけしますが、
図書館の本をきちんと管理するために必要な作業ですので、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。
●点検中は貸出しが一切できません。●本についての検索などもできません。●返却本はお預かりするだけです。点検が終わり次
第返却処理を行いますのでご了承ください。期間中は返却BOXのご利用をお願いします。

１月のおはなし会のボランティアグループは「スター」のみなさんでした。
２月のおはなし会は２月10日です。ボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさんです。
今年も、おはなし会は楽しい絵本や紙芝居、みんなでできる手遊びなどがいっぱい!!
ぜひ家族やお友達と図書館へ遊びに来てくださいね♪お待ちしています!!

　
昨
年
の
漢
字
一
文
字
は
「
北
」
で
し
た
。
そ
し
て
流
行
語
が

「
忖
度
」
と
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」。
さ
て
、
二
〇
一
八
年
は
ど

ん
な
一
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
二
〇
一
八
年
の
ト
レ
ン

ド
予
測
」
（
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
調
べ
）
に
よ
る

と
、「
年
功
助
力
」「
ピ
ッ
ト
飲
食
」
な
ど
八
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
と
し
て
気
に
な
っ
た
の
は

「
ま
な
ミ
ド
ル
」
で
す
。
四
十
代
か
ら
五
十
代
の
ミ
ド
ル
世
代

が
活
躍
を
続
け
る
た
め
成
長
し
よ
う
と
大
学
院
や
資
格
ス
ク
ー

ル
な
ど
で
学
ぶ
動
き
が
広
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。
学
ぶ

ミ
ド
ル
で
「
ま
な
ミ
ド
ル
」。
そ
ん
な
学
び
た
い
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
図
書
館
へ
も
足
を
運
ん
で
勉
強
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
次
に
気
に
な
っ
た
ワ
ー
ド
は
「
ピ
ッ
ト
飲
食
」
で

す
。
企
業
の
働
き
方
の
改
革
で
早
め
に
退
社
し
、
習
い
事
や
地

域
の
活
動
に
向
か
う
前
の
午
後
五
時
か
ら
七
時
台
、
軽
い
飲
食

を
す
る
と
い
う
も
の
。
自
動
車
レ
ー
ス
の
給
油
「
ピ
ッ
ト
イ

ン
」
に
ち
な
ん
だ
言
葉
で
す
。
平
日
、
図
書
館
は
午
後
六
時
ま

で
開
い
て
い
ま
す
。
ピ
ッ
ト
飲
食
な
ら
ぬ
・
・
・
「
ピ
ッ
ト
図

書
館
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
た
め
の

時
間
に
図
書
館
は
最
適
で
す
。
自
宅
へ
帰
る
ま
で
も
な
い
け
れ

ど…

と
い
う
時
に
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
図

書
館
で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
本
、
話
題
の
本
を
た
く

さ
ん
入
れ
て
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
可
能
な
限
り
こ
た
え
て
い
き

ま
す
。
新
年
度
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
中
で
す
！

二
〇
一
八
年
も
図
書
館
の
ご
利
用
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

今
年
も
図
書
館
を
た
く
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12月のおはなし会の様子
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人権

No.259

心の扉心の扉

幸せになろうね幸せになろうね 大切なもの　　

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。

ハート降るここのえ担当　阿部　征則

郵便の場合は次のところへ。〒879－4895　九重町役場企画調整課（☎ 76−3807）

1２月のハート降る♥ここのえ
役
場
ん
し
に
　
あ
り
が
と
う

　

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
今
回
、
投
稿
し

ま
し
た
。

　

私
は
随
分
と
年
を
取
り
ま
し
た
が
、
色
々
な
催

し
物
を
見
せ
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
、
度
々
、

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
す
。
特
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
れ
る
催
し
は
楽

し
く
て
、
見
て
い
る
だ
け
で
元
気
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

先
日
も
高
齢
者
の
「
健
康
活
き
い
き
大
作
戦
」

は
、
素
晴
ら
し
い
催
し
物
で
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
帰
り
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
文
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
へ
上
が

る
階
段
を
上
ろ
う
と
す
る
と
、
な
ん
と
手
す
り
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

別
に
話
題
に
な
る
事
も
な
く
、
さ
さ
や
か
な
気

配
り
で
す
が
、
正
直
言
っ
て
足
腰
の
弱
っ
た
私
に

と
っ
て
は
今
ま
で
苦
痛
の
階
段
で
あ
っ
た
だ
け
に

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
気
持
ち
で
し

た
。

　

苦
情
が
出
た
か
ら
で
も
な
く
、
設
置
し
た
事
を

公
言
す
る
で
も
な
く
、
不
便
を
感
じ
て
い
る
一
部

の
人
の
た
め
に
、
そ
っ
と
寄
り
添
う
よ
う
な
対

応
。
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
に
感
謝

で
す
。

　2018（平成30）年、新し
い年をむかえました。おめで
とうございます。
　今年は、どんな年にしてい
こうか？何に挑戦しようか？
と、夢や希望を胸いっぱいに

スタートしています。
　生きて行くうえで、大切なものは、たくさんありま
す。あたりまえのように自分の周りにある大切なも
の。「いのち」「生きる力」「幸福な日々」「心の輝
き」「笑顔」「感謝」「出会い」「対話」・・・皆さん
の大切なものは、なんですか？
　人権を考えるとき、大切なことは？
　人と人が殺し合う戦争、平気で人のいのちを奪う事
件、いじめを苦にした自殺、人に対する優しさや思い
やりの心を見失っている昨今、人権侵害の増加等とて
も悲しく思います。人権は「むずかしいもの」と思い
がちですが、日常の生活の中に、たくさんの人権との
関わりがあります。
　2016（平成28）年に「障害者差別解消法」「ヘイ
トスピーチ差別解消法」「部落差別解消推進法」の差
別解消三法が施行され、１年が過ぎました。最近は、
インターネットによる新しい形態の悪質な差別も生じ
ています。「人が人として幸福に生きる権利」「誰に

でも当然、認められるべき権利」それが「人権」で
す。自分の人権だけでなく、全ての人の人権を守るこ
とが大切です。

　　　　　　
・人生の年輪を重ねるごとに　心がいよいよ若さを増
していく
・つねに「これからだ」と　力強く前進する
・人生を下り坂と見るか　上り坂と見るか
・同じ時間を過ごしても　人生の豊かさは　天と地の
違いがある
・「もっと働こう　人々のために　未来のために」
・つねに　前に進み続ける心　その心の中に　
　はつらつとした　長寿のひけつ　健康のひけつがある

　今年も、広報「心の扉」では、人権を身近に感じて
いただけるように、皆さんと一緒に、人権を学び、
語っていけたらと思います。
　今年は、戌年、自分らしく心を磨き、ワンダフル！
と言える１年に。
　今年もよろしくお願いいたします。

九重町隣保館
　　人権啓発指導員　安藤 千恵美

生涯青春　～美しく老いる～
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変化を機会に、そして挑戦へ !
Change→Chance→Challenge! 玖珠美山通信 玖珠美山高校

☎（72）1148

ふるさとの
 文化財探訪

第45回
　
九
重
町
に
お
け
る
こ
の
時
代
の
信
仰
と

文
化
は
、
玖
珠
川
を
境
に
し
て
南
と
北
で

は
、
違
う
文
化
圏
が
広
が
っ
て
い
た
。
玖

珠
川
南
側
の
山
田
郷
は
南
北
朝
時
代
初
期

に
、
小
田
氏
の
所
領
が
大
半
を
占
め
て
い

た
。
町
田
川
東
に
あ
る
小
倉
神
社
に
は
鎌

倉
期
か
ら
室
町
期
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
お

り
、
元
亨
二
年
︵
一
三
二
二
年
︶
に
清
原

時
成
︵
小
田
彦
三
郎
玄
喜
︶
が
小
倉
宮
を

上
棟
し
て
い
る
。
貞
治
五
年
︵
一
三
六
六

年
︶
に
小
田
氏
一
統
が
国
東
塔
を
造
立

し
、
こ
れ
は
玖
珠
町
の
嵐
山
滝
神
社
に
あ

る
が
、
も
と
は
小
田
上
庄
屋
の
立
石
氏
宅

附
近
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
屋
号

を
﹁
立
屋
敷
﹂
と
い
い
小
田
氏
の
本
拠

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
国
東
塔
は
基
礎
一
重
と
笠
は
一
対
で
あ

る
が
、
こ
の
塔
身
は
︵
首
な
し
︶
後
補
で

あ
り
、
相
輪
も
他
の
塔
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
菊
池
市
菅
原
神
社
の
石
造
物

群
の
基
礎
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
小

田
氏
は
小
倉
神
社
建
立
に
力
を
そ
そ
ぎ
、

阿
蘇
神
社
の
神
々
を
信
仰
の
中
心
と
し
て

お
り
、
阿
蘇
氏
や
菊
池
氏
と
の
つ
な
が
り

が
推
測
さ
れ
る
。
小
田
氏
が
南
朝

方
と
し
て
行
動
し
た
背
景
に
は
、

後
醍
醐
天
皇
方
の
荘
園
が
多
い

事
、
肥
後
菊
池
地
方
と
連
絡
が
と

り
や
す
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
玖
珠
川
東
側
は
、
国
東

半
島
の
文
化
の
影
響
を
受
け
た
石

造
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
歴

史
学
者
望
月
友
善
氏
は
、
豊
後
の

石
造
物
に
つ
い
て
﹁
相
輪
の
宝
珠

に
火
焔
が
つ
く
。
こ
れ
は
国
東
型
宝
塔
に

限
ら
ず
、
一
般
塔
婆
に
み
ら
れ
る
豊
後
の

特
徴
で
あ
る
﹂
と
し
、
﹁
梵
字
で
、
薬

師
・
釈
迦
・
弥
陀
・
観
音
の
四
仏
が
あ

り
、
国
東
地
方
に
多
い
三
如
来
・
一
観
音

形
式
で
あ
る
﹂
と
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て

宝
八
幡
宮
国
東
塔
・
下
辻
異
形
国
東
塔
・

川
上
角
塔
婆
な
ど
は
国
東
文
化
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
形
状
を
呈
し
て
い
る
。

　
国
東
文
化
流
入
の
背
景
と
し
て
、
南
北

朝
期
、
国
東
半
島
に
勢
力
を
誇
っ
た
田
原

氏
の
存
在
に
あ
る
。
惣
領
家
大
友
氏
を
し

の
ぐ
強
大
な
勢
力
を
保
持
し
て
い
て
、
懐

良
親
王
方
の
南
朝
軍
が
優
勢
に
な
る
と
、

惣
領
家
を
支
え
北
朝
軍
の
勢
力
挽
回
の
た

め
に
活
躍
し
た
。
そ
の
田
原
氏
が
玖
珠
郡

に
所
領
を
得
た
の
が
貞
広
の
時
で
あ
る
。

観
応
元
年
︵
一
三
五
〇
年
︶
貞
広
が
嫡
子

氏
能
に
譲
っ
た
所
領
に
、
山
田
郷
・
帆
足

郷
・
飯
田
郷
等
の
所
領
が
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
国
東
文
化
の
影
響
を
受
け
た

石
造
物
と
、
田
原
氏
の
所
領
の
あ
っ
た
場

所
は
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

文化財専門員　近藤　晃弘

　11月10日、普通科１・２年生が、英語調べ学
習発表会を行いました。この発表会は、本校の授
業改善の取組の一つで、初めての取組です。他校
の外国語指導助手（ＡＬＴ）を迎えて、生徒が英
語でポスターセッションをしました。「外国の人
に伝えたい日本のこと」をテーマとして、日本の
ジンクス、日本の流行ことばなどの発表が行われ
ました。生徒は放課後遅くまで残り、ポスターを
仕上げました。発表を行った生徒からは、もっと
英語を勉強して話せるようになりたいなどの感想
がありました。

　11月17日、１・２年生を対象に玖珠郡内で活躍する農業、工
業、商業、医療、福祉、金融などの10の分野から17名の講師を
招いて、特別講座を実施しました。
　この講座は、総合的な学習の時間の取組の一つです。各分野で
活躍する講師の方々から仕事内容ややりがい、各業種の抱える課
題など、様々な視点から貴重な話をしていただきました。その
後、１年生は分野ごとに講演内容について整理、発表を行いまし
た。最後に、講師からの助言で講座を締めくくりました。２年生
は講師と座談会形式で意見交換を行い、講演内容を深く追求しま
した。今後は、１・２年生とも調査、研究を重ね、各自小論文と
してまとめて、発表会を実施す
る計画です。
　生徒にとって、職業について
理解を深めるとともに、自分の
将来を考えるいい機会になりま
した。

１月の美山マルシェはお休みです。次回の美山マルシェは、
２月 15日（木）午後４時～４時 30分の予定です。

英語調べ学習発表会 玖珠の匠・達人に聞く

九重町の南北朝文化九重町の南北朝文化

よ
し
し
ん
の
う

か
ね

か
え
ん

じ
ょ
う
じ

か
ん
の
う

う
じ
よ
し

む
な
ふ
だ

も
ち
づ
き
と
も
よ
し
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　
今
冬
は
九
重
で
も
初
雪
が
早
く
、

全
国
的
に
大
雪
の
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
雪
と
言
え
ば
、
昨
年
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
た
、
カ
メ
ム
シ
の
大
発
生
。

大
雪
と
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
両
者

の
増
減
が
同
調
し
て
い
る
の
か
は
不

明
で
す
が
、
カ
メ
ム
シ
が
大
量
発
生

し
や
す
い
条
件
と
、
雪
を
も
た
ら
す

気
象
条
件
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ

る
、
も
し
く
は
カ
メ
ム
シ
が
例
年
よ

り
も
寒
さ
を
感
じ
て
、
越
冬
し
や
す

い
暖
か
い
民
家
周
辺
に
集
結
し
た
、

な
ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、「
カ
メ

ム
シ
が
大
量
発
生
し
た
年
は
大
雪
」

と
い
う
の
は
、
積
雪
の
あ
る
地
域
で

は
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
九
重
で
も
、
カ
マ
キ
リ
が
卵
を
産

み
つ
け
る
高
さ
や
、
モ
ズ
が
早
に
え

を
枝
に
刺
す
高
さ
で
積
雪
量
を
占
う

と
聞
き
ま
す
。
高
い
と
大
雪
、
低
い

と
雪
が
少
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
積
雪
量
だ
け
で
な
く
、
天
気

や
災
害
に
つ
い
て
、
生
き
も
の
や
空

の
様
子
な
ど
か
ら
占
う
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

・
ハ
チ
が
高
い
と
こ
ろ
に
巣
を
つ
く

れ
ば
台
風
が
来
る
（
野
上
）

・
雨
が
っ
ぽ
う
（
カ
ッ
コ
ウ
）
に
日

こ
う
ず
（
フ
ク
ロ
ウ
）（
カ
ッ
コ

ウ
が
鳴
く
と
雨
、
フ
ク
ロ
ウ
が
鳴

く
と
晴
れ
）（
野
上
）

・
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
が
鳴
い
た
ら
梅
雨

明
け
（
野
上
）

・
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
い
た
ら
梅
雨
明
け

（
飯
田
）

・
秋
の
夕
焼
け
鎌
を
研
げ
（
明
日
、

晴
れ
に
な
る
）（
南
山
田
な
ど
）

・
み
そ
っ
ち
ゅ
（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）
が

鳴
い
た
ら
寒
く
な
る
（
南
山
田
）

・
や
わ
た
ろ
う
（
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ

ウ
）
が
出
る
と
、
雨
が
降
る
（
南

山
田
）

　
最
後
の
「
や
わ
た
ろ
う
」
に
ま
つ

わ
る
言
い
伝
え
は
、
「
カ
エ
ル
が
雨

を
察
知
し
て
活
発
に
な
る
↓
カ
エ
ル

を
捕
ま
え
よ
う
と
や
わ
た
ろ
う
も
活

発
に
な
る
↓
人
の
目
に
つ
き
や
す
く

な
る
」
と
想
像
が
出
来
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
こ
れ
ら
は
言
い
伝
え
の
域

を
超
え
ま
せ
ん
。
科
学
的
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
見

方
を
変
え
る
と
、
先
人
の
観
察
眼

や
、
野
生
生
物
の
感
覚
に
現
代
の
科

学
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
気
候
変
動
や
災
害
に
は
、
自
然
か

ら
の
情
報
を
受
信
す
る
感
度
を
磨

き
、
備
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
自

然
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
先
人
か

ら
の
道
し
る
べ
の
一
つ
と
捉
え
、
生

き
も
の
や
空
の
変
化
に
目
を
配
り
、

耳
を
傾
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
自
然
は
、
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
　
（
川
野
）

＊
生
物
多
様
性
こ
こ
の
え
戦
略

　
よ
り
抜
粋

お問い合わせ　　九重ふるさと自然学校　☎73－0001



18広報ここのえ　１月号

暮らしの情報　●

各
種
相
談
・
講
習

そ
の
他
の
募
集・お
知
ら
せ

大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部（
無
料
相
談
会
）

■
日
　
時
　
2
月
1
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の

心
配
事
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

会
（
担
当　

穴
井
）

　
　
　
　
　

☎
７
２‐

４
６
８
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
日
常
生
活
の
中
で

の
様
々
な
悩
み
や
、
差
別
を
受
け

た
と
感
じ
た
方
な
ど
か
ら
相
談
を

受
け
、
解
決
す
る
た
め
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
22
日
㈭　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
　
３
階
会
議
室

認
定
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
２
月
９
日
㈮　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　

　

相
続
や
登
記
の
名
義
等
に
関
す

る
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ

ル
等
の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関

す
る
ご
相
談

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要
（
但

し
予
約
者
優
先
）

※

予
約
が
な
く
て
も
当
日
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い

た
方
と
相
談
時
間
が
重
複
し
た

場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
主
　
催　

　

大
分
県
司
法
書
士
会
日
田
支
部

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
司
法
書
士
会
日
田
支
部

　

九
重
町
無
料
相
談
会
事
務
局

（
担
当　

大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
日
　
時
　
２
月
８
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

■
場
　
所

　

大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階 

小
会
議
室

■
内
　
容　

　

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及

び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に

よ
る
医
療
相
談

■
そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
西
部
保
健
所
に
予

約
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
西
部
保
健
所

　

地
域
保
健
課

　

☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３

平
成
29
年
度

食
品
衛
生
責
任
者
養
成

講
習
会

■
日
　
時
　
2
月
21
日
㈬　

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所　
玖
珠
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
３
階　

大
会
議
室

■
対
象
者
　
新
た
に
営
業
許
可
を

取
得
し
食
品
営
業
に
関
わ
る

者
、
又
は
近
い
う
ち
に
営
業
許

可
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

で
、
責
任
者
の
資
格
を
有
し
な

い
者

■
申
込
期
限
　
２
月
９
日
㈮
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
郡
食
品
衛
生
協
会

　
　
　
　
　

☎
７
２‐

１
３
４
５

《
相
談
者
急
増
》

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

　

被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事

故
・
物
損
事
故
、
何
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
は
も
ち
ろ

ん
、
面
接
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
事
前
予
約
必
要
】

相
談
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※

面
接
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所　
大
分
県
庁
別
館
５
階

（
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環

境
企
画
課
）

巡
回
相
談
日　
毎
週
第
２
火
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

※

曜
日
が
祭
日
の
場
合
は
変
更
有

■
場
　
所　
西
部
振
興
局

　
（
日
田
市
城
町
１
丁
目
１‐

10
）

　
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境

企
画
課

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
」

の
開
設

■
日
　
時
　
2
月
22
日
㈭　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
　
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル 

３
０
９
会
議
室
（
大
分
市
府
内

町
）

■
料
　
金
　
無　

料

■
内
　
容　
暴
力
団
等
が
関
係
し

た
被
害
や
不
当
な
要
求
な
ど
の

困
り
事
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、

暴
力
団
担
当
警
察
官
及
び
暴
力

追
放
相
談
委
員
が
、
面
接
又
は

電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７‐

５
３
８‐

４
７
０
４

悩
ま
ず

　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な

ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
期
　
　
間

　
２
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬

■
受
付
期
間

　

平
日　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時 

　
（
来
所
は
６
時
30
分
ま
で
受
付
）

　
土
・
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
（
来
所
は
４
時
ま
で
受
付
）

■
相
談
の
方
法

電
話
相
談

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
６
５
０

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

来
所
相
談

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

（
県
庁
舎
本
館
７
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

第
29
回

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」
作
品
募
集

■
開
催
期
間

　
５
月
９
日
㈬
〜
５
月
14
日
㈪

■
募
集
期
間

　
２
月
８
日
㈭
〜
３
月
20
日
㈫

■
内
　
容　
県
内
の
高
齢
者
が
創

作
し
た
絵
画
、
彫
刻
・
彫
塑
、

工
芸
、
書
、
写
真
の
作
品
を
募

し
、
展
示
す
る
こ
と
で
、
高
齢
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者
の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
と
生
き
が

い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
な

お
、
第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
や
ま
大
会
美
術
展
に
出
品
す

る
大
分
県
代
表
作
品
の
選
考
会

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

■
出
品
者
資
格　
大
分
県
内
に
在

住
す
る
60
歳
以
上
（
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

 

☎
７
６‐

３
８
２
１

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と

し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
お
申
込
く
だ
さ

い
。

■
対
　
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

■
日
　
時　
３
月
１
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

（
受
付 

１
時
30
分
〜
）

■
場
　
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

大
分
市
大
字
玉
沢
（
わ
さ
だ
タ

ウ
ン
の
近
く
）

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の

分
か
ち
合
い

・
匿
名
で
参
加
で
き
ま
す
。

・
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に

「
秘
密
を
守
る
こ
と
」
等
の

　
〝
参
加
の
約
束
〞
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
期
限　
２
月
22
日
㈭
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　
障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図

る
た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を

対
象
と
し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
　
時
　
２
月
16
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
　
所

　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）

２
階 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者

の
方
や
事
業
主
の
方
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※

「
精
神
・
発
達
障
が
い
者
し
ご

と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
も

同
日
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

８
６
０
９

大
分
県
難
聴
者
協
会 

定
例
会

　
大
分
県
難
聴
者
協
会
は
中
途
失

聴
者
・
難
聴
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

聞
こ
え
に
く
い
、
聞
こ
え
な
い

こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

要
約
筆
記
の
支
援
も
受
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
２
月
11
日
㈰
、
３
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
２
日
間
）

■
場
　
所

　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
大
津
町
）

■
参
加
費　
無
料
、
申
込
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
難
聴
者
協
会

　

担
当‥

小
倉

　
☎
０
８
０‐

１
７
４
２‐

１
２
６
１

平
成
30
年
度
　
訓
練
生
募
集

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
訓
練
学
科
　
住
宅
施
工
科
、
建

築
大
工
・
左
官
・
木
工
（
家

具
、
ク
ラ
フ
ト
）

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
（
毎
週
木

曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
）

■
訓
練
場
所
　
大
分
県
立
日
田
高

等
技
術
専
門
校
内

■
募
集
条
件

・
本
気
で
建
築
の
職
人
（
建
築
大

工
・
左
官
・
木
工
）
を
目
指
す

者
・
男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

・
工
務
店
や
事
業
所
に
所
属
し
て

い
る
者
、
又
は
就
職
予
定
の
者

■
募
集
人
員　
各
学
科
５
名
程
度

■
授
業
料　
月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
締
切　
３
月
30
日
㈮

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
認
定　

日
田
共
同
高
等

職
業
訓
練
校

　

訓
練
校
校
長　

藤
原

　
☎
０
９
０‐

３
４
１
０‐

４
６
５
９

　
　

お問い合わせ

鉄鋼業
非鉄金属製造業

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業、舶用機関製造業

各種商品小売業
自動車（新車）小売業

大分県特定（産業別）最低賃金 時間額
８８７円
８６６円

７８４円

８３３円

７９９円
７３７円

地域別最低賃金 時間額

大分県最低賃金 ７３７円

〈効力発生日：平成29年12月25日〉

〈効力発生日：平成29年10月１日〉

必ず確認！ 
大分県の最低賃金

日田労働基準監督署　
☎0973－22－6191

　
あ
る
日
、
男
は
九
重
の
朝
日
神
社

で
、
遠
い
親
戚
で
ハ
ワ
イ
在
住
の
女

性
と
再
会
し
た
。
互
い
の
顔
を
忘
れ

て
い
た
二
人
だ
っ
た
が
、
不
思
議
な

子
ど
も
の
導
き
で
再
会
を
喜
び
合

う
。「
ふ
る
さ
と
を
捨
て
ら
れ
る
の

か
」
と
い
う
少
女
の
問
い
に
、
子
ど

も
は
九
重
の
千
町
無
田
（
飯
田
）
を

開
拓
し
た
祖
先
た
ち
の
話
を
始
め
る
。

　
明
治
二
十
二
年
の
歴
史
的
な
筑
後

川
氾
濫
で
生
き
る
場
所
を
失
っ
た
久

留
米
の
農
民
た
ち
は
、
元
藩
士
の
力

を
借
り
て
、
ハ
ワ
イ
へ
移
住
し
た
。

し
か
し
、
移
住
要
件
に
ひ
っ
か
か
っ

た
農
民
た
ち
は
行
き
場
を
失
っ
た
。

残
り
の
農
民
た
ち
は
、
十
年
以
内
に

開
拓
に
成
功
す
れ
ば
土
地
が
も
ら
え

る
条
件
で
、
九
重
の
千
町
無
田
に
移

住
開
拓
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
河
を
遡
る

生
き
る
場
所
は
、
故
郷
は

  

そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
く

　 

自
分
た
ち
で
創
り
出
す
も
の

の
ぼ

先
哲
舞
台
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
大
河
を
遡
る
」
は
、

宝
く
じ
の
助
成
金
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

先
哲
舞
台
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
大
河
を
遡
る
」
は
、

宝
く
じ
の
助
成
金
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

※

各
地
区
公
民
館
で
チ
ケ
ッ
ト
を

　
販
売
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
九重文化センター　☎76ー3888

【
日
　
時
】
２
月
18
日
（
日
）

　
　
開
　
　
演　
　
午
後
２
時

　
　
（
開　
場　
　
１
時
30
分
）

【
場
　
所
】

　
　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

　
　
大
　
　
　
人　
１
０
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下　
　
５
０
０
円

【
主
　
催
】

　

 

先
哲
舞
台
製
作
実
行
委
員
会



20広報ここのえ　１月号

九重

くらしの学校くらしの学校くらしの学校
　12月24日（日）第９回目の授業が開催されました。今回の授業は、にわとり汁とひやき（クレープの
ようなおやつ）作りでした。
　にわとり汁に入れる鶏は親鶏の方が、味がよく出て美味しいそうですが煮込む時間が短いと固いそうな
ので、今回は若鶏の骨付き肉を使いました。また、干し椎茸を早く戻したり、こんにゃくに味をしみやす
くしたりする時にも砂糖を使うという知恵も教えて頂きました。
　ひやきは、『なべやき』や『へこやき』という名前で呼ばれることもあるようで、家庭によっても様々
な作り方があるそうですが、どれも材料と作り方はとてもシンプルで小麦粉・砂糖・水さえあればすぐに
出来ます。　
　講師の方が、「昔は、今のようなおやつなんてなかったから、私たちはこういうものを食べて育った。
だから、今でもこんなに元気なのよ。」と、お話をしてくださいました。
　また、「自分たちも、あらためて昔の暮らしや食を見直す良い機会になった。こうやって伝わったもの
を、地域の中で是非広めてほしい。」という思いも聞かせて頂きました。毎回楽しんで帰って頂いている
生徒の皆さんですので、同じように楽しく伝わっていけば素敵だと感じました。
　今回は、試食を行いながら大掃除に使える掃除の知恵を皆で話しました。普段は捨ててしまっている、
野菜の皮や卵の殻等も、実は掃除に大活躍するということを勉強しました。

　今回、受講生の皆さんから、「今年だけではなくて、ずっと参加したいなぁ～！」といった声も聞かれ
ました。着実に繋がりも出来ているように感じています。
そんな九重くらしの学校では、オープンキャンパス（体験入学）を、下記の日程で行います！！一緒に九
重くらしの学校を体験してみませんか？お申し込みをお待ちしています！！

●日　　時／平成30年２月25日（日）　午前９時～正午
●場　　所／九重町保健福祉センター
●対 象 者／高校生～49歳までの男女
●定　　員／５名（※申し込み多数の場合、町内者優先の抽選と致します）
●負 担 金／５００円
●内　　容／手作りこんにゃく ＋ 石鹸洗剤の上手な使い方講座　（予定）
●申込締切／平成30年1月26日（金）　午後5時まで
●申込方法／住所・氏名・連絡先を明記のうえ、FAXまたはE-mailにてお申込みください。

参加者
募集！
参加者
募集！

申込み・お問い合わせ　　九重文化センター
　　　　　　　　　　　☎ 76－3888　FAX 76－3877
　　　　　　　　　　　E-mail：bunka＠town.kokonoe.lg.jp
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（敬称略）

男
男
男
女
男
男
女
女
女

中 板
筋 湯
野 矢
後 辻
奥 野
青山通り
尾 本
桐 木 四
寺 床

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

慎也
慶介
修二
洋介
茂幸
知晃
良
謙太
和哉

え　とう　  　 たける

か 　い　　　 わたる

か　とう　  　 かける

ささき　   りこ

さ　とう　 こうすけ

さ　とう　   ゆずた

たか  はし れい

の　ぐち　  ももか

みや  わき

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72−2141　● 火災の確認は ☎72−5100

● 

病
　
院

１月

２月

21日

28日

4日

11日

12日

18日

25日

72-2143

72-1127

72-7100

78-8811

76-2711

72-6101

72-0170

春日町

塚 脇

山 田

町 田

恵 良

塚 脇

　森　

電　話住　所 医療機関名日月

72-0450

0973-24-6690

0973-23-6480

0973-22-0320

77-6851

0973-22-0222

0973-22-3034

　森　

日田市

日田市

日田市

右 田

日田市

日田市

12月１日〜12月末日届出分

人口と世帯

人 の 動 き人 の 動 き

人口
  男
  女
世帯
　　　　（　）は前月からの増減

9,718  人
4,619  人

  5,099  人
3,899 　 

（−  8）
（+  8）
（−16）
 （+  9）

赤　峰　正　夫
安　部　トモヱ
永　樂　勝　政
筬　嶋　アイ子
小　野　久　登
佐　藤　キミ子
佐　藤　惠　子
塩　地　正　美
菅家原　洋　司
武　石　喜　代
武　石　日出海
武　石　モトヨ
土　井　カヲリ
久　積　重　幸
村　上　福　子
村　岡　五　雄

68
84
56
98
85
91
76
97
82
94
61
105
94
92
91
91

狭 間
引 治 二
串 野 上
無 田 下
田 尻
中 板
恵 良 団 地
下 畑
金 山
甘 川 水
甘 川 水
筌 の 口
書 曲 一
寺 田
富 迫 上
中 央 五

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積　271.37㎢　／　町の木　くぬぎ　花　ミヤマキリシマ　鳥　カッコウ

★都合で変更する場合があります。

長内科小児科胃腸科医院

玖 珠 記 念 病 院

麻生消化器科内科

友 成（町 田）医 院

井 上 医 院

三池循環器内科クリニック

武 田 医 院

倉 成 歯 科 医 院

林 歯 科 医 院

酒 井 歯 科 医 院

内 川 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

おおくら歯科医院

武 内 歯 科 医 院

2018 年１月・２月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

１月

２月

21日

28日

4日

11日

12日

18日

25日

電　話住　所 医療機関名日月

　日本ではインフルエンザは、12月から３月にかけて流行します。こ

の時期は空気が乾燥し気温が低いために、私達の喉や鼻の粘膜が弱るこ

とや年末年始にかけて人の移動も多くなる事から、ウイルスが感染拡大

するのが原因の一つと考えられています。

　インフルエンザの予防法としては、流行前にワクチン接種を受けるの

が有効な方法です。日常生活では体調を整えて抵抗力をつけ、外出時に

はマスクを着用しウイルスに接触しないことが大切です。外出後は、手

洗いとうがいの励行を心掛けましょう。また、インフルエンザウイルス

は湿度に非常に弱いので、加湿器などを使って室内を適度な湿度に保つ

ことも有効な方法です。

　インフルエンザは、急に38度～40度の高熱が出るのが特徴です。さ

らに倦怠感や関節痛、筋肉痛などの全身症状も強く、症状は通常５日間

ほど続きます。

　また、気管支炎や肺炎を併発しやすく、重症化すると脳炎や心不全を

起こすこともあり、体力のない高齢者や乳幼児などは命にかかわること

もあります。

　発症から48時間以内であれば、ウイルスの増殖を抑える薬が処方さ

れるようになりました。早ければ早いほど効果的ですので、インフルエ

ンザの症状が出たら、早めに医療機関を受診しましょう。

インフルエンザを
　　予防しましょう！

地区別
件数

物損
事故

件数計
人身事故

死者 負傷者交通安全
0

0

0

0

0

1

13

12

11

37

1

6

12

6

25

23

56

165

78

322

24

62

177

84

347

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

（2017年12月末現在）

町内地区別事故発生状況（累計、属地）

江 藤 　 尊
甲 斐　 航
加 藤 　 駆
佐々木梨心
佐 藤 幸 介
佐 藤 柚 太
髙 橋 　 零
野 口 桃 華
宮 脇 ゆ き

飲酒運転
ダメ！



　
二
〇
一
七
年
（
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
投
稿
）
の
読
者
俳
句
「
年

間
賞
」
は
湯
坪
の
林
　
香
澄
さ
ん
（
七
一
歳
）
に
決
定
で
す
。
香
澄
さ

ん
の
個
性
を
表
す
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
湯
坪
周
辺
の
「
空
・
山
・
河
・
谷
」
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
ご
自
分
の
言
葉
で
句
を
紡
い
で
い
ま
す
。
七
十
一
歳
と
は
思
え
な

い
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
は
、「
詠
み
手
」
と
「
読
み
手
」
の
関
係
を
一
層

強
く
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
間
賞
　
発
表

　
楪
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
ユ
ズ
リ
ハ
属
の
常

緑
高
木
。
北
海
道
・
東
北
を
除
く
日
本
各
地

に
自
生
し
庭
木
な
ど
に
よ
く
使
わ
れ
、
松
や

竹
と
同
様
、
正
月
の
飾
り
に
も
用
い
ら
れ

る
。

　
葉
柄
の
新
し
い
赤
い
葉
が
生
え
た
後
に
古

い
葉
が
落
ち
る
こ
と
か
ら
﹁
譲
り
葉
﹂
と

も
・
・
・
。

　
成
長
し
た
子
に
後
を
譲
る
と
い
う
た
と
え

に
も
さ
れ
、
め
で
た
い
木
と
さ
れ
て
い
る
。

初
孫
の
未
来
を
包
む
毛
布
か
な　
　
　
　
　

小
川　

良
子

竹
林
を
下
り
て
湯
屋
の
初
句
会　
　
　
　
　

吉
光
ヨ
ウ
子

　２月号の締め切りは１月末日です。「自由題」とします。住所・氏
名・年齢・電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで奮ってご応
募ください。なお季語の重なりや「字あまり」などの句は添削をする場
合がありますのでご了承願います｡応募はできるだけ官製ハガキもしく
は広報に折り込みで配布した投句専用のお葉書を使用願います｡

（
注
）「
た
た
ず
め
ば
・
ゆ
ず
り
は
あ
お
し
・
や
や
あ
か
し
」
と
五
音
・
七
音
・
五
音
を
軽
く
切
っ
て

暗
誦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

読

者

俳
句

▽
　
俳
句
に
は
「
穿
ち
」
や
「
滑
稽
」
は
無
縁
で
す
が
、
香
澄
さ

ん
だ
か
ら
ま
あ
い
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
▽
稜
線
は
い

い
言
葉
で
す
が
、
「
す
が
し
」
ま
で
言
わ
ず
に
一
句
仕
上
げ
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
当
に
言
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
由
布

の
山
々
。
▽
「
除
夜
の
音
や
」
と
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
音
が

聞
こ
え
ま
す
。
煩
悩
は
仏
教
で
い
う
「
衆
生
。
身
心
を
煩
わ
し

悩
ま
す
精
神
作
用
の
総
称
で
す
が
、
除
夜
の
音
と
い
う
季
語
に

し
っ
か
り
と
響
い
て
い
ま
す
。
▽
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
句
が
勢

ぞ
ろ
い
で
す
。

　
　
二
月
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

関
係
で
す
べ
て
掲
載
で
き
な
い
こ
と
、
お
詫
び
し
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
　
こ
ご
　
り
ゅ
う
し
ょ
う

今
月
の
推
薦
句

俳人の言葉⑩　　　　「季語のはたらきが一句の成否の半分以上を占める」　　　　　　　　　藤田湘子（鷹）

平
成

30年
１

月
17日

発
行

（
通

巻
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）
発

行
・
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町
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場
企

画
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整
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県
玖
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町
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字
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野
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印

刷
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尾
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印
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会
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「
未
来
を
包
む
毛
布
」
何
と
温
か
い
言
葉
で
し
ょ
う
か
。「
孫
」
や
「
母
」
な
ど

の
言
葉
が
入
っ
た
句
は
、
と
て
も
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
で

は
文
句
の
つ
け
よ
う
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「
竹
林
を
下
り
て
」
で
寒
々
と
し
て
い
た
ら
「
湯
屋
の
」
と
き
ま
し
た
。
映
像
が

一
瞬
に
し
て
切
り
替
わ
る
見
事
な
一
句
で
す
。「
初
句
会
」
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
作
者
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

亡
父
と
子
と
ひ
と
つ
の
硯
洗
ひ
け
り　
　
　

藤
澤　

泉
渓

「
初
硯
」
は
新
年
、「
硯
洗
」
は
秋
の
季
語
で
す
が
、
年
の
瀬
に
父
の
残
し
た
硯

を
洗
う
様
子
が
伺
え
ま
す
。
父
か
ら
子
に
つ
な
が
る
一
つ
の
硯
、
も
う
多
く
を
い

う
必
要
は
な
い
で
す
よ
ね
。

失
敗
は
棚
に
あ
げ
ま
し
ょ
年
女　
　
　

   

林　
　

香
澄

雪
被
稜
線
す
が
し
由
布
の
山　
　
　
　

   

永
松
左
世
美  

除
夜
の
音
や
煩
悩
去
る
と
き
潜
む
と
き　
　

 

豊　
　
　

國

熱
の
子
の
ゴ
ク
リ
ゴ
ク
リ
と
寒
の
水　

   

井
上　

則
子

埋
火
や
凧
あ
げ
の
声
こ
だ
ま
し
て　
　

   

髙
倉　

直
人

葉
牡
丹
や
寒
を
貫
く
し
た
た
か
さ　
　

   

日
野　

邦
江

書
初
め
や
孫
の
名
前
は
律
揮
な
り　
　

   

吉
光　

好
美

あ
れ
こ
れ
と
日
記
代
わ
り
の
初
暦　
　

   
藤
澤　

節
子

孫
と
ゐ
て
孫
の
年
玉
数
え
を
り　
　
　

   
森
髙
マ
サ
ヨ

枯
野
ゆ
く
此
処
か
ら
先
は
肥
後
路
か
な　
　

 

佐
藤　

文
雄

小
春
日
の
め
じ
ろ
ん
体
操
背
伸
び
す
る　

  

穴
井　

陽
子

た
だ
い
ま
の
声
重
な
り
て
除
夜
の
鐘　

   

森　
　

照
美

佳
作
　
十
二
席

22広報ここのえ　１月号

今
月
の
暗
誦
句

佇
住
め
ば
楪
青
し
や
や
紅
し

ゆ
づ
り
葉
や
古
歌
の
終
り
は
妹
を
恋
ひ

楪
葉
や
亡
父
の
時
計
子
の
腕
に 

石
田
　
波
郷
︵
鶴
︶

鍵
和
田
ゆ
う
子

︵
萬
緑
︶

石
田
あ
き
子
︵
鶴
︶

（
評
）

は
き
ょ
う

ひ
し
ゃ
く
座
を
横
切
る
宙
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

夕
月
や
蒼
き
湧
蓋
に
近
づ
き
ぬ

初
蝉
の
七
日
の
命
始
ま
り
ぬ

立
冬
や
ジ
ャ
ム
煮
る
時
は
余
裕
あ
り

し
ゅ
じ
ょ
う

ふ
る
さ
と
の

ふ
る
さ
と
の

た
た
ず

い
も

は
つ
す
ず
り

す
ず
り
あ
ら
い

ち
ち

う
が
　
　
　
　
　 

こ
っ
け
い

今
月
の
花

今
月
の
花楪楪

ゆ
ず
り
は

ゆ
ず
り
は

う
ず
み
び




